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六倉区で配布したエコバッグ

議
案
等
の
内
容

個
人
総
括
質
疑

議
決
一
覧
・
陳
情

一
　
般
　
質
　
問

政
務
活
動
費
収
支
報
告

　
　
　

本
年
度
か
ら
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
で
あ
る
Ｃ
Ｄ

等
の
光
学
デ
ィ
ス
ク
に
つ
い
て

も
、公
共
施
設
に
回
収
箱
を

設
置
し
、さ
ら
な
る
資
源
化

を
促
進
す
る
な
ど
、今
後
と

も
３
Ｒ(

ス
リ
ー
ア
ー
ル
）推

進
に
努
め
、流
出
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　

エ
コ
バッ

グ
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
イ
ベ
ン

ト
等
で
継
続
的
に
配
布
す
る

な
ど
、
エ
コ
バ
ッ
グ
使
用
の

意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、計
画
書
の
作
成
に

つ
い
て
は
、｢

も
っ
た
い
な

い｣

と
い
う
心
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
浸
透
さ
せ
、さ
ら
な

る
循
環
型
社
会
を
構
築
し
て

い
く
う
え
で｢

リ
ス
ペ
ク
ト｣

は
大
変
意
味
深
い
と
考
え

ま
す
が
、す
で
に
第
３
次
愛

川
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
に
か
か
る
実
施
計
画
を

策
定
済
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

貴
重
な
提
言
と
し
て
受
け
止

め
ま
す
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
の

取
り
組
み
を
検
証
し
な
が

ら
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

業
務
の
継
続
が
で
き
る
よ
う
、

感
染
症
対
策
に
特
化
し
た
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
性
的
少

数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め「
人

権
啓
発
の
つ
ど
い
」
や
「
男

女
共
同
参
画
推
進
講
演
会
」

に
お
い
て
性
同
一
性
障
害
の

当
事
者
を
講
師
に
迎
え
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
女
性
の
視
点
で
考
え
る
家

族
の
防
災
」
と
し
て
講
演
会

を
開
催
し
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
者
支
援
に
携
わ
っ
た

方
を
講
師
に
迎
え
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
配
慮
し
た

防
災
体
制
づ
く
り
や
、
防
災

知
識
、
防
災
行
動
に
つ
い
て

の
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
、

他
方
面
か
ら
男
女
平
等
意
識

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。

可
燃
ご
み
に
含
ま

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
は
資
源
回
収
の
1.8

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

資
源
回
収
の
現
状
と
今

後
の
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
資
源
化
へ

３
Ｒ
推
進
に
努
め
る

問

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

町
長

町
民
の
買
い
物
に

直
結
す
る
エ
コ
バ
ッ

グ
の
配
布
や
、現
在
の
３

Ｒ
に｢

も
っ
た
い
な
い

(

リ
ス
ペ
ク
ト)｣

を
加
え

た
４
Ｒ
を
推
進
す
る
た

め
、本
町
で
も｢(

仮
称)

４
Ｒ
推
進
行
動
計
画
書｣

を
作
成
す
る
考
え
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

実
施
計
画
を
運
用

提
言
と
受
け
止
め

問環
境
経
済
部
長
等

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可

能
な
開
発
目
標)

の

一
つ｢

す
べ
て
の
人
に
健

康
と
福
祉
を｣

に
関
し

て
、今
後
、感
染
症
に
対

処
し
て
い
く
た
め
、業
務

継
続
計
画
を
策
定
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
検
証

特
化
し
た
計
画
検
討

問

国
が
策
定
し
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針

が
昨
年
12
月
に
３
年
ぶ

り
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。指
針
に
お
け
る
現

状
の
評
価
で｢

ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現｣

に
つ

い
て
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、本
町
に
お

け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進

意
識
の
普
及
・
啓
発

問

町
長

町
長

（
仮
称)
４
Ｒ
推
進
行
動
計
画
書

Reduce  （リデュース：減らす）
Reuse　  （リユース：繰り返し使う）
Recycle（リサイクル：再資源化）

Respect（リスペクト：もったいない）

S：SUSTAINABLE（持続可能な）
D：DEVELOPMET（開発）
Gs：GOALS（目標）

+

井出　一己 議員

プラごみの回収
削減への取り組み

佐藤　りえ 議員

感染症への対処
業務継続計画

４Ｒ（フォーアール）

令和２年７月15日（　)１０



警戒レベルで避難のタイミングを
確認しましょう

議
案
等
の
内
容

個
人
総
括
質
疑

議
決
一
覧
・
陳
情

一
　
般
　
質
　
問

政
務
活
動
費
収
支
報
告

　
　
　

消
防
団
は
15
時
に
器

具
舎
待
機
と
す
る
３
号
配
備

態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、活
動
状
況
と
し
て

は
、避
難
指
示
の
発
令
区
域

で
あ
る
相
模
川
沿
い
で
、消

防
団
員
が
世
帯
、事
業
所
を

戸
別
訪
問
し
て
避
難
を
促
す

と
と
も
に
、高
田
橋
付
近
と

六
倉
坂
下
で
は
河
川
監
視
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

避
難
指

示
発
令
区
域
は
相
模
川
沿
い

の
下
小
沢
、大
塚
下
、六
倉

下
の
３
地
区
、
２
５
０
世
帯

７
１
０
名
に
対
し
、地
元
消

防
団
と
町
職
員
に
よ
る
巡
回

広
報
や
戸
別
訪
問
を
実
施

し
、避
難
を
促
し
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
25
世
帯
が
避
難

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題

で
す
。

　

避
難
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

と
し
て｢

町
が
発
令
す
る
避

難
情
報
に
対
す
る
危
機
意
識

の
低
さ｣

や｢

ペ
ッ
ト
同
伴

で
の
避
難
は
、避
難
所
の
避

難
者
に
対
し
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う｣

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

引
き
続
き
、町
民
の
危
機

意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、地
元
消
防
団
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、避
難
対
策

に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

事
業
者
の
環
境
影

響
評
価
準
備
書
で
は「
環
境

へ
の
影
響
は
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
相
模
原

市
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、近

隣
住
民
か
ら
盛
土
に
よ
る
土

砂
流
出
の
心
配
や
住
環
境
へ

の
影
響
を
危
惧
す
る
声
が
よ

せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

町
で
は
、相
模
原
市
と
の
連

絡
を
密
に
す
る
と
と
も
に
情

報
を
収
集
し
、計
画
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
、土
砂
流
出

の
ほ
か
、水
質
汚
濁
や
害
虫
、

悪
臭
の
発
生
防
止
策
な
ど
、

生
活
環
境
に
か
か
る
説
明
を

業
者
に
求
め
、
本
町
へ
の
影

響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
施

工
・
運
営
を
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

相
模
原
市
内
の
事
業

に
な
り
ま
す
が
、
本
町
へ
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
両
市
町
で
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
、
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
状
況

に
応
じ
て
町
民
へ
の
説
明
会

も
事
業
者
に
要
請
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
台
風
19
号

で
住
民
に
対
し
て
警

戒
レ
ベ
ル
４
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。そ
こ
で
避
難
指

示
区
域
で
の
消
防
団
員
の

活
動
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

器
具
舎
待
機
の
態
勢

避
難
促
し
河
川
監
視

問

町
民
向
け
説
明
会
の
開
催

避
難
指
示
発
令
時
の
課
題

町
長

警
戒
レ
ベ
ル
４
が

初
め
て
発
令
さ
れ

ま
し
た
が
、避
難
指
示

に
対
す
る
課
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

25
世
帯
が
避
難
せ
ず

危
機
意
識
啓
発
図
る

問危
機
管
理
室
長

相
模
原
市
長
竹
地

区
内
に(

仮
称)

津

久
井
農
場
の
造
成
が
計

画
さ
れ
、相
模
原
市
と
本

町
の
間
で
協
議
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
が
、本
町

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
想

定
さ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

水
質
汚
濁
や
悪
臭
等

発
生
防
止
策
を
求
む

問

町
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
中
で
、町

民
が
、事
業
計
画
や
評

価
審
議
会
の
答
申
、業

者
の
説
明
、相
模
原
市

民
の
不
安
の
声
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
す
。そ

こ
で
町
民
向
け
の
説
明

会
を
開
催
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

両
市
町
で
情
報
共
有

状
況
に
応
じ
て
要
請

情に
棹さ問

町
長

町
長

な
が
た
け

熊坂　崇徳 議員

警戒レベル４
消防団の活動

玉利　優 議員

隣接地の造成
本町への影響

（　)１１ 第166号
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政
務
活
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支
報
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令 和 元 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告
政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部について
残額が生じた場合は、町へ返金しています。各会派等から提出された令和
※令和元年度は10月に町議会議員の改選があったことから、前期（４月～
※各会派等の活動報告書については議会事務局で閲覧することができます。
※収入額（交付額）を超えた支出（不足額）は、議員の自己負担となります。

条例に基づき、議員１人あたり月額１万円（年額12万円）が交付されるものです。
元年度分の政務活動費交付金の収支報告は、次のとおりです。
10月）と後期（11月～３月）に分けて活動費の収支をまとめています。

令和元年度前期（4月～10月）　政務活動報告

日本共産党
愛川町議員団

新風あいかわ

愛政クラブ

公明党

みらい絆

佐藤 茂 議員

▲8,485

▲26,757

109,482

▲73,675

210,000

▲2,722

210,000

210,000

210,000

210,000

210,000

70,000

218,485

236,757

100,518

283,675

0

72,722

1,930

910

1,430

8,760

0

0

0

0

16,092

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

120,420

0

274,915

0

0

29,700

0

82,996

0

0

9,609

186,855

115,427

0

0

0

63,113

調査研究費

会派名等 所属
議員数

研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務費

支出合計

収入額

行政視察等に
要する経費

研修会等参加
に要する経費

広報・広聴活動
に要する経費

活動に必要な
資料を作成
するために
要する経費

図書・資料の
購入に要する

経費

活動に係る
事務の遂行に
要する経費

所属議員１人
あたり７万円

収支差額
（▲不足額）

3 人

3 人

3 人

3 人

3 人

1 人

単位：円

会派名等

新風あいかわ
佐藤茂 議員

愛政クラブ

公明党

視察・研修等 視察・研修内容

岩手県盛岡市

岩手県紫波町

青森県おいらせ町

長野県信濃町

新潟県糸魚川市

長野県岡谷市

地方議員研究会セミナー（池袋）

盛岡復興支援センターについて

オガールプロジェクト（紫波中央駅前都市整備事業）について

定住促進事業について

通学路交通安全プログラムについて

駅大火からの復興まちづくりについて

防災ラジオの取り組みについて

障がい福祉の動向とこれから地方自治体に必要な取り組みについて

広島県三次市へ視察（公明党） 千葉県千葉市へ視察（日本共産党愛川町議員団）

令和２年７月15日（　)12
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令 和 元 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告
政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部について
残額が生じた場合は、町へ返金しています。各会派等から提出された令和
※令和元年度は10月に町議会議員の改選があったことから、前期（４月～
※各会派等の活動報告書については議会事務局で閲覧することができます。
※収入額（交付額）を超えた支出（不足額）は、議員の自己負担となります。

令和元年度後期（11月～3月）　政務活動報告

佐藤 茂 議員

※小島総一郎議員（無会派）は、政務活動費の交付を受けていません。

単位：円

あいかわの聲

公明党

日本共産党
愛川町議員団

▲27,319

▲27,767

▲129,640

16,631

400,000

150,000

150,000

50,000

427,319

177,767

279,640

33,369

9,520

2,890

13,050

0

10,670

13,625

0

29,700

0

0

0

0

217,250

0

258,070

0

0

17,400

0

0

189,879

143,852

8,520

3,669

調査研究費

会派名等 所属
議員数

研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務費

支出合計

収入額

行政視察等に
要する経費

研修会等参加
に要する経費

広報・広聴活動
に要する経費

活動に必要な
資料を作成
するために
要する経費

図書・資料の
購入に要する

経費

活動に係る
事務の遂行に
要する経費

所属議員１人
あたり 5万円

収支差額
（▲不足額）

８人

３人

３人

１人

三重県いなべ市

岐阜県多治見市

静岡県函南町

岐阜県各務原市

岐阜県郡上市

愛知県豊橋市

広島県三次市

広島県神石高原町

千葉県千葉市

群馬県上野村

視察等会派名等 視察・研修内容

あいかわの聲

公明党

日本共産党
愛川町議員団

佐藤 茂 議員

にぎわいの森事業について

公立学校への無線 LAN整備について

伊豆ゲートウェイ函南について

DIY型空き家リノベーション事業について

鳥獣被害防止計画について

子ども若者総合相談支援センター「ココエール」について

議会改革の取り組み（タブレット端末導入の経緯など）について

タクシー助成事業（ふれあいタクシーの導入）について

防災対策について

バイオマスの有効活用による村内循環型社会の構築への取り組みについて

岐阜県各務原市へ視察（あいかわの聲） 三重県いなべ市へ視察（あいかわの聲）
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今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
広
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
軽
減
す
る
た
め

の
国
や
町
独
自
の
支
援

策
に
関
す
る
質
疑
を
、

わ
か
り
や
す
く
編
集
す
る

た
め
、
個
人
総
括
質
疑
の

記
事
を
前
半
に
配
置
し
ま

し
た
。
紙
面
に
対
す
る
感

想
や
ご
意
見
等
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員
阿
部　

隆
之

小
林　

敬
子

岸
上　

敦
子

茅　

孝
之

鈴
木　

信
一

佐
藤　

り
え

玉
利　
　

優

熊
坂　

崇
徳

木
下
眞
樹
子

山
中　

正
樹

第16回 議会クイズ
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の緊急支援を図るため、
臨時会が開催されました。臨時会が開催されたのは、いつでしょうか？

問１

①５月８日　②６月２日　③６月12日
新型コロナウイルス感染症に対する地域経済対策等の財源とするため、令和２年６月１日から８月31日までの３か月間、
議員報酬を減額します。減額となる議員報酬は、何パーセントでしょうか？

問２

①５％　②８％　③10％

※第15回クイズの答えと当選者はP.５に記載してあります。

次回定例会は９月１日から開催します。
本定例会の運営を協議する議会運営委員会の開催予定日は、いつでしょうか？

問３

①５月27日　②８月21日　③９月１日
町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また、必ず議会だよりの感想等
をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。なお、今号は、個人総括質疑を前半に、
一般質問を後半に掲載しました。紙面の見やすさなどについてご意見をお聞かせください。
７月31日（金）（郵送の場合は当日消印有効）
●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２　角田２５１－１　議会事務局　
●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp　　☆正解と当選者は次号で発表します。

≪応募方法≫

≪しめきり≫
≪ あ て 先 ≫

この議会だよりの中に答えがありますので、最初か
ら最後までよく読んでみてください。正解者の中か
ら抽選で３名の方に、商品券をお贈りします。

あいちゃん
Ⓒ愛川町

　

町
議
会
で
は
、
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れ
た
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を
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す
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次
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。

　

ま
た
、
本
定
例
会
の
運
営
を
協
議
す
る
議

会
運
営
委
員
会
は
、
８
月
21
日
（
金
）
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。
日
程
が
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
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で
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細
は
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お
問
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合
わ
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く
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い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

本会議（提出議案の説明）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（個人総括質疑・討論・採決）

本会議（会派代表総括質疑）

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

火

木

金

水

金

火

水

木

金

木

1

3

4

9

11

15

16

17

18

24

9

令和2年  第 3回 9月定例会日程（予定）
月 日 曜 会議名

議会改革の推進について
会議開催日 項目 協議内容等

　議会のペーパーレス化システムを開発している２
社を比較し協議を行った。
　タブレット端末を導入する際に必要な機能を見定
め、視察やプレゼンテーション等を実施し、引き続
き協議する。

　県内や全国町村議会議員報酬等の状況を確認し、
議員定数、議員報酬、委員長手当て、政務活動費に
ついて、協議を行った。

　８月に実施している事務事業評価を充実させ、各
常任委員会で取りまとめた事務事業評価結果を議長
から町長へ提出していくことで意見がまとまった。

①タブレット端末の導入について

②議員定数及び議員報酬等の見直しについて

③事業評価の推進と検証方法について

5月27日

渡辺委員長 鈴木副委員長

各グループに分かれて
記事の内容を議論しました

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ
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